
令和元年度

箕輪町　木下　北城

数　量　計　算　書

木下保育園建設事業　保育園用地造成工事

箕輪町



掘削 掘削 盛立 埋戻 埋戻 保管

砂利 土 土 砂質土 土
オープンカット

30000ｍ3以下 0.0 5134.6 1123.9 0.0 0.0

床堀

標準 0.0 408.6 20.8 244.4 142.8

小規模 0.0 218.1 0.0 0.0 145.3

小規模 0.0 46.6 0.0 0.0 37.8

床堀

標準 0.0 1720.3 0.0 0.0 152.9

0.0 7528.2 1144.7 244.4 478.8

埋戻しにおける土の変化率を0.90とする

残土＝ 7528.2 -(1144.7+244.4+478.8)/0.9 = 5452.8

面積 厚み

内（表土処理）＝ 12500 × 0.3 ＝ 3750.0

工事区域内の土量の移動は、ブルドザーにより行なう

残土処理（ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(10t)

箕輪町内にて処理を行う

残土運搬 ＝ 5452.8 m3

構内土工・表土

掘削積込 3750.0

構内土工

掘削（押土有り） 1123.9

構内土工

積込 5134.6 - 1123.9/0.9 - 3750.0 ＝ 135.8

構内土工

残土処理・運搬 3750.0 + 135.8 ＝ 3885.8
擁壁工土工

床堀（標準） 408.6
擁壁工土工

埋戻し(1以上4m未満) 20.8 + 142.8 ＝ 163.6
擁壁工土工

埋戻し(砂質土） 244.4
水路土工

床堀（小規模） 218.1
水路土工

埋戻し(小規模) 145.3
桝土工

床堀（小規模） 46.6
桝土工

埋戻し(小規模) 37.8
防火水槽+浸透施設土工

床堀（標準） 1720.3
防火水槽土工

埋戻し（標準） 152.9
土工

残土処理・運搬 5452.8 - 3885.8 ＝ 1567.0

作業別土量集計表

種別 作業機械

構内土工（押土有り）

水路土工

桝

防火水槽+浸透施設土工

合計

擁壁土工



名　　　称

土工の考え方

平均厚＝0.3ｍ

12500ｍ2*0.3＝3750ｍ3

この土は、土砂等運搬

条件：土砂・DID無し・距離9.5ｋｍ以下を想定

整地 整地における残土は

5134.6-1123.9/0.9-3750＝135.8ｍ3であるが

構造物土工を含め残土処理する。

それまで保管する

擁壁の裏込土は、砂質土を保存・利用する

不用土の処理（運搬）

土の変化率を0.9としていますが、現地状況により修正します。

積算に使用する数値は、1000ｍ3以上は100ｍ2、100ｍ2以上は10ｍ2の単位とします。

単位に丸める場合は、切捨てとします。

残土処理場での土工は含まない

土工の方法　　　計　　算　　書

計　　      　算　    　  　式 数　 　量

掘削・押土

表土の除去・土砂等運搬

擁壁工の掘削・床堀・運搬



- 24.0 0.0 0.0

- 20.0 39.6 19.6 19.80 9.80 4.0 79.2 39.2

39.6 19.6 39.60 19.60 20.0 792.0 392.0

49.8 3.6 44.70 11.60 35.0 1564.5 406.0

46.4 5.4 48.10 4.50 25.0 1202.5 112.5

+ 25.0 46.4 5.4 46.40 5.40 25.0 1160.0 135.0

+ 39.5 0.0 0.0 23.20 2.70 14.5 336.4 39.2

計 5134.6 1123.9

埋戻し
(砂質土)

埋戻し
(土)

（m）
掘削
(土)

掘削
(土)

盛立
（土)

埋戻し
(砂質土)

埋戻し
(土)

掘削
(土)

盛立
（土)

WE-0.0

WE-0.0

WE-0.0

WE-35.0

WE-60.0

WE-60.0

WE-60.0

構内土工　土   量   計   算   書

位      置

断　　面　　積 平　均　断　面　積 区間
延長

変形地
割増

土　　量

（m2） （m2） (m3)

埋戻し
(砂質土)

埋戻し
(土)

盛立
（土)



1号擁壁工
0.0 2.2 2.6

54.0 2.2 2.6 2.20 2.60 54.0 118.8 140.4

2号擁壁工
0.0 2.1 0.5 2.0

52.0 2.1 0.3 2.0 2.10 0.40 2.00 52.0 109.2 20.8 104.0

3号擁壁工
0.0 6.0 4.8

42.0 2.6 2.0 4.30 3.40 42.0 180.6 142.8

計 408.6 20.8 244.4 142.8

埋戻し
(土)

埋戻し
(土)

（m）
掘削
(土)

盛立
（土)

埋戻し
(砂質土)

（擁壁工）構造物土工 土   量   計   算   書

位      置

断　　面　　積 平　均　断　面　積 区間
延長

図心間
距離

土　　量

（m2） （m2） (m3)

掘削
(土)

盛立
（土)

埋戻し
(砂質土)

埋戻し
(土)

掘削
(土)

盛立
（土)

埋戻し
(砂質土)



BF350
0.0 0.5 0.3

109.0 0.5 0.3 0.50 0.30 109.0 54.5 32.7

BF400
0.0 0.6 0.4

52.1 0.6 0.4 0.60 0.40 52.1 31.3 20.8

VS側溝300*300
0.0 1.0 0.7

28.0 1.0 0.7 1.00 0.70 28.0 28.0 19.6

VS側溝300*400
0.0 1.2 0.8

36.0 1.2 0.8 1.20 0.80 36.00 43.2 28.8

VS側溝300*500
0.0 1.4 1.0

42.0 1.4 1.0 1.40 1.00 42.00 58.8 42.0

特車U-450
0.0 1.3 0.8

1.8 1.3 0.8 1.30 0.80 1.80 2.3 1.4

計 218.1 0.0 145.3

埋戻し
(砂質土)

埋戻し
(土)

（m）
掘削
(土)

掘削
(土)

盛立
（土)

埋戻し
(砂質土)

埋戻し
(土)

掘削
(土)

盛立
（土)

（水路工）構造物土工 土   量   計   算   書

位      置

断　　面　　積 平　均　断　面　積 区間
延長

図心間
距離

土　　量

（m2） （m2） (m3)

埋戻し
(砂質土)

埋戻し
(土)

盛立
（土)



管理桝A 数量
（分水口B） 2 2.8 2.4 - - - - 2 5.6 4.8

管理桝B 数量
（AS桝） 2 8.2 6.6 - - - - 2 16.4 13.2

管理桝B 数量
浸透施設の桝 3 8.2 6.6 - - - - 3 24.6 19.8

防火水槽 数量
1 210.3 152.9 - - - - 1 210.3 152.9

浸透施設 数量
1 1510.0 0.0 - - - - 1 1510.0 0.0

桝 46.6 37.8

その他 1720.3 152.9

計 1766.9 190.7

埋戻し
(土)

埋戻し
(土)

箇所
掘削
(土)

盛立
（土)

埋戻し
(砂質土)

盛立
（土)

埋戻し
(砂質土)

埋戻し
(土)

掘削
(土)

盛立
（土)

埋戻し
(砂質土)

位      置

断　　面　　積 平　均　断　面　積
数量

図心間
距離

土　　量

（m2） （m2） (m3)

掘削
(土)

（桝工及び浸透施設）構造物土工 土   量   計   算   書



処分 Co殻 2次製品 15000 円/ｍ3

距離＝ 4.5 ｋｍ 南重産廃処理リサイクルプラント



処分 Co殻 2次製品 10000 円/ｔ

距離＝ 4.8 ｋｍ ㈱キタニ
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擁壁工 計     算     書

名　　　称 計　　      　算　    　  　式

1 式

1号擁壁工 逆L型擁壁 H=2.4ｍ 砂質土ﾀｲﾌﾟ Ｌ= = 54.0 54.0 ｍ

吸出防止材 2ヶ所/1本 × 54.0/2.0 = 54 ヶ所

A ＝ 54 × 0.20 × 0.2 = 2.16 2.2 ｍ2

遮水シート A ＝ 54.0 × 0.35 = 18.90 18.9 ｍ2

1 式

2号擁壁工 逆L型擁壁 H=1.9ｍ 砂質土ﾀｲﾌﾟ Ｌ= = 52.0 52.0 ｍ

吸出防止材 2ヶ所/1本 × 52.0/2.0 = 52 ヶ所

A ＝ 52 × 0.20 × 0.2 = 2.08 2.1 ｍ2

遮水シート A ＝ 52.0 × 0.35 = 18.20 18.2 ｍ2

1 式

3号擁壁工 Gr設置L型擁壁粘性土ﾀｲﾌﾟ Ｌ= = 42.0

H= 1.25 2.0ｍ/ヶ Ｌ= = 4.0 4.0 ｍ

H= 1.50 2.0ｍ/ヶ Ｌ= = 10.0 10.0 ｍ

H= 1.75 2.0ｍ/ヶ Ｌ= = 12.0 12.0 ｍ

H= 2.00 2.0ｍ/ヶ Ｌ= = 12.0 12.0 ｍ

H= 2.25 2.0ｍ/ヶ Ｌ= = 4.0 4.0 ｍ

吸出防止材 2ヶ所/1本 × 42.0/2.0 = 42 ヶ所

A ＝ 42 × 0.20 × 0.2 = 1.68 1.7 ｍ2

遮水シート A ＝ 42.0 × 0.35 = 14.70 14.7 ｍ2



位置

BF400 ICリブジョイント 西側用水路 52.1

合計 52.1 ｍ

BF350 ICリブジョイント 南側用水路 109.0

合計 109.0 ｍ

VS側溝
300*300 縦断用 南側排水路 28.0

合計 28.0 ｍ

VS側溝
300*400 縦断用 東側排水路 36.0

合計 36.0 ｍ

VS側溝
300*500 縦断用 東側排水路 42.0

合計 42.0 ｍ

特車U-
450 東側排水路 1.8

合計 1.8 ｍ

水路　構　造　物　工   延　長　調　書

名　　称 規　　格
測　　　　　点

数　量 備　考
自 至



位置

VS側溝300型
蓋

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋
L=1000 南側 L＝ 28.0

10ｍに1箇所 ｎ = 2 枚

東側 L ＝ 36.0 + = 78.0

ｎ = 7 枚

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋
L=500 L = + 78.0 =

2枚/2ｍ ｎ =（106.0/2.0）-（2+7）＝ 44

* 2 = 88 枚

特車
450

ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋
L=500 L = 1.8 ｍ

ｎ = / 0.6 = 3 枚

42.0

変更数量 備　考
至

排　水　構　造　物　工   延　長　調　書

数　量名　　称 規　　格
測　　　　　点

自

1.8 3.0

28.0 106.0

44 88

1.8
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計     算     書

名　　　称 計　　      　算　    　  　式

西側 南側 東側 北側

管理桝　A
（分水口B　600*600*600） 2 + 0 + 0 + 0

＝
2 個

管理桝　B
（AS桝800*800*1000） 0 + 3 + 2 + 0

＝
5 個

浸透施設接続分を含む

管理桝
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計     算     書

名　　　称 計　　      　算　    　  　式

材料
　浸透車道用蓋T-25 3 組

材料
　ﾍﾞｲﾎｰﾙ斜壁Φ600/900 3 基

材料　雨水貯留浸透槽
　ﾊｲﾄﾞﾛｽﾀｯﾌ

W
36.0 ×

L
18.0 ×

H
1.209 783 ｍ3

材料　雨水貯留浸透槽
　透水シート 6面 1569 ｍ2

材料　雨水貯留浸透槽
　点検孔補強部材 3 箇所

材料　雨水貯留浸透槽
　堆砂抑制ｼｽﾃﾑ

1ヶ所/2段
6 段

施工費

以上見積り書

管理桝B
　AS管理桝
800*800*1000 3個　管理桝工に計上 箇所

浸透施設
　基礎面整形 36.1 × 18.1 ＝ 653.4 ｍ2

浸透施設
　基礎材　CR40-0 36.1 × 18.1 ＝ 653.4 m2

V = 36.1 × 18.1 × 0.15 = 98.01 m3

浸透施設
　基礎材　砂 36.1 × 18.1 ＝ 653.4 m2

V = 36.1 × 18.1 × 0.03 = 19.60 m3

浸透施設
　流入管Φ200 4.00 ｍ 3 本
浸透施設 掘削V 製品体積 ﾛｽ率
　埋戻し材　CR40-0 （ - 783 )* 1.2 = 872.4 ｍ3

ラフテレーンクレーン
25t 運転手含む 5 日

浸透施設

1510.0



追加距離 法長 平均法長 区　間　長 面　　積

南側（上段） 平面図計測
599号線測点 54 0.0 - - -

60.0 0.5 0.25 6.0 1.5

80.0 0.7 0.60 20.0 12.0

100.0 1.1 0.90 20.0 18.0

112 1.1 1.10 12.0 13.2

113 0.0 0.55 1.0 0.6

小計 45.3

南側及び中央盛土
599号線測点

平面図計測
74 0.0 -

60.0 0.9 0.45 14.0 6.3

40.0 2.2 1.55 20.0 31.0

37 2.6 2.40 3.0 7.2

598号線測点 38 2.0 2.30 114.8 264.0

40.0 1.1 1.55 2.0 3.1

47 0.0 0.55 7.0 3.9

小計 315.5

598号線測点 50.7 0.0

60.0 0.6 0.30 9.3 2.8

67.7 0.8 0.70 9.0 6.3

80.0 1.3 1.05 12.3 12.9

小計 22.0

西側1・2号擁壁上盛土
1号 0 0.4 - - -

54.0 1.4 0.90 54.0 48.6

2号 0.0 1.5 - - -

52.0 1.4 1.45 52.0 75.4

小計 124.0

合計 506.8

北側

北側

法面緑化 面　積　計　算　書

　測　 　点　　 摘　　要



追加距離 舗  装  巾 平均舗装巾 区　間　長 面　　積

町道598号線
50.7 1.0 - - -

60.0 1.0 1.00 9.3 9.3

67.7 1.0 1.00 7.7 7.7
1.0

80.0 1.3 1.00 12.3 12.3

100.0 1.3 1.30 20.0 26.0

120.0 1.3 1.30 20.0 26.0

小計 81.3

町道599号線
3.2 1.0 - - -

5.0 1.0 1.00 1.8 1.8

20.0 2.0 1.50 15.0 22.5

40.0 1.3 1.65 20.0 33.0
1.3

48.5 1.0 1.30 8.5 11.1

60.0 1.0 1.00 11.5 11.5

80.0 1.0 1.00 20.0 20.0

100.0 1.0 1.00 20.0 20.0

112.0 1.0 1.00 12.0 12.0

小計 131.9

合計 213.2

摘　　要

敷砂利 面　積　計　算　書

　測　 　点　　
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計     算     書

名　　　称 計　　      　算　    　  　式

材料
　吸管投入孔 1 個

材料
　固定バンド 4 組

材料
　アンカーボルト 8 ヶ

材料
　バンド部ｺﾞﾑｼｰﾄ 4 枚

材料
　水槽下部ｺﾞﾑｼｰﾄ 1 式
材料
　FRP又はｱﾙﾐ　内部梯
子 1 式

以上輸送費を含む

投入孔鉄蓋 2 組

防火水槽標識版 1 組

本体据付工事（一体
型） 世話役1名、特殊作業員3名、FRP・廃材処理、ラフﾀｰ25ｔ 1 式

基礎コンクリート
　21-8-25 （ 2.80 * 9.70 - 1.00 * 1.00 * 2 ）

* 0.15 ＝ 3.77 ｍ3

鉄筋　D13 図より 195.57 * 1.03 ＝ 201.44 ｋｇ

均しコンクリート （ 3.00 * 9.90 - 1.00 * 1.00 * 2 ）

* 0.05 ＝ 1.39 ｍ3

型枠 （ 2.80 * 0.15 + 9.7 * 0.15 ） * 2 +

（ 1.00 * 0.50 + 1.00 * 0.50 ） * 4 ＝ 7.75 m2

均し型枠 （ 3.00 * 0.05 + 9.9 * 0.05 ） * 2

基礎ベース開口部は、型枠兼用 ＝ 1.29 m2基礎砂 ピット底充
填
　　　施工数量 （ 1.00 * 1.00 * 0.50 - 0.11 ） * 2 ＝ 0.78 ｍ3

ﾛｽ率
　　　購入数量 0.78 * 1.20 ＝ 0.94 ｍ3

砕石(CR40-0) （ 3.00 * 9.90 - 1.00 * 1.00 * 2 ）

* 0.15 ＝ 4.16 ｍ3

A= （ 3.00 * 9.90 - 1.00 * 1.00 * 2 ） = 27.70 ｍ2

防火水槽

以上見積り書



位置

フェンスH=1.1 1号擁壁工 54.0

2号擁壁工 52.0

接続部 1.0

計 107.0 ｍ

ガードレール

3号擁壁工 41.0 ｍ

フェンス＆ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ   延　長　調　書

名　　称 規　　格
測　　　　　点

数　　量 備　　考
自 至
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小口止コンクリート 計     算     書

名　　　称 計　　      　算　    　  　式

A=1.100

コンクリート ( 0.50 × 0.59 + 1/2 ×( 0.50 + 0.39 )× 1.81 )

× 0.80 = 0.88 0.88 ｍ3

型枠 2 × 1.10 + 2.4 × 0.8 = 4.12 4.1 ｍ2



1式当り

名　　　称

無筋構造物

BF300 L1 = =

V1 = 110.0 × 0.03 =
CAD体積

U400 L2 =

V2 = 2.50 × 0.04 =

ΣV = 3.30 + 0.10 = 3.40 m3

W = 3.40 × 2.35 = 8.0 ｔ

0.10

3.40

構　造　物　撤　去　工　　計　　算　　書

計　　      　算　    　  　式 数　 　量

7.99

110.0

3.30

2.5



位置

構造物
撤去工 既設BF300 中央 110.0 ｍ

既設排水路
U4000 南東 2.5 ｍ

備　　考
自 至

構　造　物　撤　去　工   延　長　調　書

名　　称 規　　格
測　　　　　点

数　　量



1式当り

名　　　称

交通整理員

積込み 往路 復路

T = 20 + 20 + 20 = 60 分

V = 40 × 3 = 120

日数 = 3750 ÷ 120 = 31.3 ≒ 32

日数 = 1567 ÷ 120 = 13.1 ≒ 13

N = 32 + 13 = 45 人

交通整理員　　計　　算　　書

計　　      　算　    　  　式 数　 　量

10tﾀﾞﾝﾌﾟの1サークルタイム

45

1567.0 ｍ3の構造物土量に対し3台投入すれば

1日3台を投入すれば

ｍ3の表土土量に対し3台投入すれば3750.0

1台1日の運搬量＝8回*5ｍ3＝40ｍ3



掘削 掘削 盛立 埋戻 埋戻 保管

砂利 土 土 砂質土 土

0.0 5134.6 1123.9 0.0 0.0

0.0 408.6 20.8 244.4 142.8

0.0 218.1 0.0 0.0 145.3

0.0 46.6 0.0 0.0 37.8

0.0 1720.3 0.0 0.0 152.9

0.0 7528.2 1144.7 244.4 478.8

埋戻しにおける土の変化率を0.90とする

残土＝ 7528.2 -(1144.7+244.4+478.8)/0.9 = 5452.8

面積 厚み

内（表土処理）＝ 12500 × 0.3 ＝ 3750.0

工事区域内の土量の移動は、ブルドザーにより行なう

残土処理（ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ(10t)

箕輪町内にて処理を行う

残土運搬 ＝ 5400 m3

種別 作業機械

構内土工（押土有り）

擁壁土工

水路土工

桝

防火水槽+浸透施設土工

合計

作業別土量集計表


